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三菱電機ホットウォーターヒートポンプ開放貯湯槽用　貯湯量センサ

取付説明書

別売部品

Q-4S
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R 3/4

大気圧検知用チューブ
　※ねじ締め時にチューブの穴をつぶしたり、
　　あるいはごみ・水などが入らないように
　　注意してください。

R 1/2Rc 1/4

■付属品

水温
センサ

水位
センサ

六角
ニップル

ストリート
エルボ

端子台（貯湯槽）取付け用
Ｍ4×10 タッピンねじ（2本＋予備1本）

電気品箱（熱源機）取付け用
Ｍ5×10 タッピンねじ（2本＋予備1本）

端子台ボックス（貯湯槽）取付け用
Ｍ4×10 トラスねじ（4本＋予備1本）

電気品箱
（熱源機）

ブッシュ

端子台
（貯湯槽）

端子台
ボックス
（貯湯槽）

コンパクト
ボール
バルブ

結束バンド

ねじ

センサ長310, 配線長295

R 1/4

配線長290

R 1/2R 1/2

Rc 1/2

R 1/2

Rc 1/2

配線結束用
（5本＋予備3本）

Rc 1/2
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R 3/4

大気圧検知用チューブ
　※ねじ締め時にチューブの穴をつぶしたり、
　　あるいはごみ・水などが入らないように
　　注意してください。

R 1/2Rc 1/4
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水温
センサ

水位
センサ

六角
ニップル

ストリート
エルボ

端子台（貯湯槽）取付け用
Ｍ4×10 タッピンねじ（2本＋予備1本）

電気品箱（熱源機）取付け用
Ｍ5×10 タッピンねじ（2本＋予備1本）

端子台ボックス（貯湯槽）取付け用
Ｍ4×10 トラスねじ（4本＋予備1本）

電気品箱
（熱源機）

ブッシュ

端子台
（貯湯槽）

端子台
ボックス
（貯湯槽）

コンパクト
ボール
バルブ

結束バンド

ねじ

センサ長310, 配線長295

R 1/4

配線長290

R 1/2R 1/2

Rc 1/2

R 1/2

Rc 1/2

配線結束用
（5本＋予備3本）

Rc 1/2

YES

工事開始

工事終了

※電源ブレーカ
　『OFF』確認

YES

電源ブレーカ
『ON』確認

サービスパネル、制御箱
蓋はずし

電気品箱(熱源機)の取付
電気品箱（熱源機）に配線・接続

端子台ボックス（貯湯槽）と
電気品箱（熱源機）を配線・接続

端子台ボックス（貯湯槽）の
スイッチを’通常時’に切替

電気品箱（熱源機）のデジタル設定
※デジタル設定方法については製品
の据付説明書に記載しています。
「主な制御と設定項目」の

「貯湯量設定」を確認ください。

端子台ボックス（貯湯槽）の取付

水位センサ・水温センサの取付

端子台（貯湯槽）の取付、
端子台ボックス（貯湯槽）と
センサ類の配線・接続

貯湯槽の水位センサ・
水温センサの取付部
から水漏れがないか
確認してください

貯湯槽の水抜きがされて
いるか確認。水抜きされて
いない場合は、水抜きを実

施してください。

YES

YES

※電源ブレーカを切っても数分間は充電された電気が
　残っている。触れると感電のおそれがあるため、
　電気が残っていないことを確認し、作業を進めてください。

■工事の流れ
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■ユニット配線方法
<CAHV-P500(V)AK2-H>

① サービスパネル（上、下）、制御箱のふたを取外してください。
② 電気品箱 ( 熱源機 ) を製品本体に取付ける。（取付方法の詳細は P6）
③ 下図の通り電気品箱配線を取付ける。

電気品箱(熱源機)
M5タッピンねじで取付。

低電圧系配線
200V系配線
現地手配配線

低電圧系配線と200V系配線を
沿わせないように注意してください。　

ｹｰﾌﾞﾙｽﾄﾗｯﾌﾟで固定。

配線結束

貯湯水位センサに接続。
端子台番号：34,36

渇水、溢水、給水
出力用リレー基板 COM、3、4、5に接続する。

貯湯水温センサに接続。
端子台番号：T1,T2

配線経路は本図の通り、
水配管の下部に配線を通してください。

ｹｰﾌﾞﾙｽﾄﾗｯﾌﾟで固定。

200V系配線を
端子台番号：66，62に接続
※アース線は緑/黄色のスパイラル線
　固定ネジに取付け

低電圧系配線を
メイン基盤CN52,CN422に接続する。

配線経路は本図のとおり、
水配管の下部を通してください。

注）近隣に工場等ノイズ発生源がある場合、1.25mm2の
CVVSまたはCPEVSのシールド線を使用すること。

現地配線 VCTF,VCTFK,CVV,CVS,VVR,VVF,VCT推奨線種
０．３～１．２５mm2(総長20m以下)太さ

※電気品箱（熱源機）取付方法につ
　いては、P6に記載しています。
　「電気品箱（熱源機）取付方法」
　を確認ください。

制御箱

※渇水、溢水、給水回路
電気配線図参照

36 35 34

端子台へ

貯湯槽から、現地手配配線で、配線

■ユニット配線方法
<CAHV-P160AK2-H、CAHV-P250AK2-H>

① サービスパネル（上、下）、制御箱のふたを取外してください。
② 電気品箱 ( 熱源機 ) を製品本体に取付ける。（取付方法の詳細は P7）
③ 下図の通り電気品箱配線を取付ける。

電気品箱(熱源機)
M5タッピンねじで取付

低電圧系配線と200V系配線を
沿わせないように注意してください。　

ｹｰﾌﾞﾙｽﾄﾗｯﾌﾟで固定。

200V系配線を
端子台番号：66，62に接続
※アース線は緑/黄色のスパイラル線
　固定ネジに取付け

低電圧系配線を
メイン基盤CN52,CN422に接続する。

貯湯水位センサに接続。
端子台番号：34,36

※渇水、溢水、給水回路

端子台へ

電気配線図参照

配線経路は本図のとおり、
途中で現地手配と沿わせて配線してください。

ｹｰﾌﾞﾙｽﾄﾗｯﾌﾟで固定。

ｹｰﾌﾞﾙｽﾄﾗｯﾌﾟで固定。

貯湯槽から、現地手配配線で、配線

渇水、溢水、給水
出力用リレー基板 COM、3、4、5に接続。

貯湯水温センサに接続。
端子台番号：T1,T2

※電気品箱（熱源機）取付方法については
　P7に記載しています。
　「電気品箱（熱源機）取付方法」を確認ください。

制御箱

343536

低電圧系配線
200V系配線
現地手配配線

注）近隣に工場等ノイズ発生源がある場合、1.25mm2の
CVVSまたはCPEVSのシールド線を使用すること。

現地配線 VCTF,VCTFK,CVV,CVS,VVR,VVF,VCT推奨線種
０．３～１．２５mm2(総長20m以下)太さ
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■端子台・端子台ボックス (貯湯槽 )の配線
①貯湯槽に端子台ボックス（貯湯槽）を取付ける。
②水位センサ、水温センサを取付ける。
③端子台ボックスに端子台（貯湯槽）を取付けて、現地接続方法の通り水位センサ、水温センサを接続する。
④現地手配配線で端子台（貯湯槽）と電気品箱を配線する。
⑤端子台（貯湯槽）のスイッチを’通常時’に切替える。
⑥端子台ボックス（貯湯槽）のカバーを取付ける。

推奨開放型貯湯槽

端子台ボックス（貯湯槽）
・M4トラスねじで取付

・M4タッピンねじで取付

端子台を取付ける前に、水位センサ、
水温センサを先に取付けてください。

貯湯槽に接地工事を実施し、ユニット
と貯湯槽を同電位にしてください。

端子台(貯湯槽)

13 20 25 26 36 34

赤白

清掃時

通常時

■水温センサ・水位センサ配線方法

お願い
水位センサを下図のとおり組立後、配線を行ってください。

（配線作業後に水位センサを取付けると、水位センサ故障の原因になります。）
必ず付属の樹脂製コンパクトボールバルブを使用し、水位センサ（本体）と貯湯槽の絶縁を実施ください。
絶縁しないと水位センサの検知にずれが発生し、異常発報します。

水位センサ R1/4

ストリートエルボ R1/2ーRc1/2

コンパクトボールバルブ Rc1/2

ブッシュ R1/2ーRc1/4

六角ニップル R1/2水温センサ R3/4
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■電気品箱 (熱源機 )取付方法
<CAHV-P500(V)AK2-H>
1．サービスパネル [MAIN 側は上，下、SUB 側は下のみ ]、

電気品箱(熱源機）[MAIN側のみ]の蓋を外してください。
2．M5 ﾀｯﾋﾟﾝﾈｼﾞを仮止めします。

M5タッピンネジ

3．電気品箱（熱源機）を引っ掛け、ネジを本締めし、蓋を
取外します。

4．下部の制御用配線通し穴から現地配線を通します。 
この際に、200V 系配線と同じ配線通し穴を使用しな
いで下さい。

現地配線

5．前方のｺﾞﾑﾌﾞｯｼｭの切り込みから配線を通します。 
BOX 内を下図の通りに配線を通します。

現地制御盤 貯湯槽側端子台
25、26接続へ

ｸﾗﾝﾌﾟ固定 ｸﾗﾝﾌﾟ固定

渇水、溢水、給水
出力用リレー基盤　
3、4、5、COMへ接続

端子台34、36へ接続

6．蓋を取付けます。 
サービスパネルを取付け完了です。
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<CAHV-P160AK2-H、CAHV-P250AK2-H>
1．サービスパネル [ 上，下 ]、電気品箱（熱源機）の蓋を取

外してください。
2．M5 ﾀｯﾋﾟﾝﾈｼﾞを仮止めします。

M5タッピンネジ

3．電気品箱（熱源機）を引っ掛け、ネジを本締めし、蓋を
取外します。

4．下部の制御用配線通し穴から現地配線を通します。 
この際に、200V 系配線と同じ配線通し穴を使用しな
いで下さい。

現地配線

5．前方のｺﾞﾑﾌﾞｯｼｭの切り込みから配線を通します。 
BOX 内を下図の通りに配線を通します。

現地制御盤 貯湯槽側端子台
25、26接続へ

ｸﾗﾝﾌﾟ固定 ｸﾗﾝﾌﾟ固定

端子台34、36へ接続

渇水、溢水、給水
出力用リレー基盤　
3、4、5、COMへ接続

6．蓋を取付けます。 
サービスパネルを取付け完了です。
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■現地配線接続方法

お願い
注 1．ホットウォーターヒートポンプ・貯湯槽間配線は必ず個別のケーブルを使用してください。
　　　現地接続時に配線に印をつけるなどして誤配線のないように接続ください。
注 2．近隣に工場等ノイズ発生源がある場合、1.25mm2 の CVV または CPEVS のシールド線を使用してください。
注 3．センサの配線は、電源配線のノイズを受けないよう、5cm 以上離して配線してください。( 同一配線管へ入れ

ないでください。)

制御箱

    

    

清掃スイッチ水位センサ

XE

XC

XD

渇水,溢水,給水出力用リレー基板

渇水

溢水

COM

　渇水
（異常）

　溢水
（異常）

給水
XC

XD

XE

（貯湯槽）

電気品箱(熱源機)

ポンプ（異常）

別売Q-4S

別売Q-4S

 通常
給水弁

 緊急
給水弁

AC
200V

AC 2
00
V

Q-4S付属配線

現地手配配線

F2

X0
4

PL1

　
　

7071
52P
　

CN54
アカ

36

34

35

36

34

13

20

WS
X12

S

MP
M
3～

51P

R T

X11 X12

電源 3～
　　 50/60Hz
　　 200V

CN422
ア
オ

CN52
ミ
ド
リ

51P

X10

PL2

X12
X11

X13

ELB2

X13

52P

X10

SV3
SV4

F3

PL3

指
令
出
力

ポ
ン
プ
運 
転
　

　

CN510

66 62

クロ
CNAC2

無電圧
接点出力

t°

TH14

別売
Q-4S

CN408

（
貯
湯
槽
）

3 1

3
2

水位センサ用
電源基板

CN2 CN1

1
3

1
(－)

(＋)

1

2

3

4

(＋)

(－)

1
3

4
2 3

4

5

1

2
2
3
4
5

5

5

4

2 1

1 2

注）近隣に工場等ノイズ発生源がある場合、1.25ｍｍ2の
CVVSまたはCPEVSのシールド線を使用すること。

現地配線
VCTF, VCTFK, CVV, CVS, VVR, VVF, VCT推奨線種
0.3～1.25ｍｍ2(総長20m以下)太さ

25 26

T1 T2

水
温
セ
ン
サ


